
2017年名古屋大学大学院法学研究科（国際法政専攻）博士課程修了、比較
法学博士。愛知大学国際中国学研究センター研究員（PD）を経て現職。
現在は日本国際交流基金日本研究フェローとして京都大学大学院法学研究
科に訪問研究。専攻は日中関係史、日本政治外交史、東アジア国際関係論。
【主要著作】『日中歴史和解の政治学』（日本語単著、明石書店、2022年）、
『冷戦後日本的国内政治與外交政策』（中国語単著、上海人民出版社、2019年）。

王 広涛（WANG Guangtao, おう こうとう）

復旦大学日本研究センター准教授
京都大学大学院法学研究科外国人研究員 （日本国際交流基金日本研究フェロー）

講師

日時

「
歴
史
」

は、記憶と忘却が相交錯するなかで作ら
れてきたものである。いわゆる歴史問題
や歴史認識問題は決して「過去の事実」 

ではなく、その事実に対して当事者同士が現在までどの
ように語ってきたのかというヒストリカル・ナラティブ

（historical narratives）に由来している。戦後の日中
関係を語るには、とりわけこのような様相を呈する。本
報告では、具体的な事例を取り上げながら、戦後日中関
係の語り方、およびそれが日中歴史和解に与える影響を
お話したい。

東北大学東北アジア研究センター公開講演会
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戦後日中関係の語り方について
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東北大学東北アジア研究センター大会議室
会場

火
参 加 無 料
要事前登録会場案内図

（436室）

※オンライン参加の方には、イベント前日までにZoomのリンクをお送りいたします

参加登録はこちら
◆
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日
）
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主催：東北大学東北アジア研究センター
共催：東北大学 社会にインパクトある研究D2近隣国理解 yuanyuan.teng.d7@tohoku.ac.jp

滕 媛媛（東北大学東北アジア研究センター）お問い合わせ

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfwWBCM_Ck4SKjyxm2GYNXpkhduPHwOFhKZJrDDhd2YGKBqrQ/viewform
http://www2.cneas.tohoku.ac.jp/access.html

